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研究成果の概要（和文）：本研究は第二言語（L2）の習得が及ぼす第一言語（L1）への影響、L1の喪失、L2の習得や喪
失に関わる要因を明らかにし、学習者の言語発達を促進する教育へ応用することを目的とした。主な成果は３点ある。
１）日本在住の外国籍の子どものL1の喪失に関しては、認知能力において伸びた生徒と減少した生徒がいた。L2の言語
能力は概ね中国語話者の伸びが高く、タガログ語話者には個人差があった。２）英語圏からの帰国児童・生徒の音声や
文法については、L2の喪失は観察されなかった。３）日英語の音声や文法の習得に及ぼすL1の影響については、日本人
とスペイン人の英語学習者、米国人と中国人の日本語学習者に母語の影響が見られた。

研究成果の概要（英文）：The purpose of the investigation was to conduct research on the following issues: 
The influence of a second language on one's first language (L1); the maintenance and/or the loss of profic
iency in the L1 and the acquisition, maintenance and possible loss of proficiency in the second language (
L2). We have investigated the causes of change (if any change has taken place) and proposed the type of ed
ucation a child or a language learner needs for further language development. The main findings are the fo
llowing: 
(1) Regarding the L1 loss of foreign children who reside in Japan, some children showed gain while others 
showed loss in their cognitive ability. Chinese children generally observed development in L2 Japanese but
 there was a variation among Filipino children. (2) Japanese returnees showed no loss in their listening a
bilities and grammar in L2 English. (3) Japanese and Spanish learners of English and English and Chinese l
earners of Japanese observed some L1 effects in their L2.  
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様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９、Ｚ－１９（共通） 

１．研究開始当初の背景 
(1)第二言語（L2）習得研究においては、L2
の文法習得にあたり第一言語（L1）の影響が
音韻、語彙・形態、統語、談話など様々なレ
ベルで生じることが実証的に示されてきた。
言語転移に関する研究は L1から L2への転移
が主であったが、近年 L2 を習得することに
より母語の言語知識が変化・衰退するなど、
L2 から L1 への影響に関する研究も盛んにな
りつつある。また、L1 の衰退に関しては L2
との接触年齢との相関が高いこと、また L1
と L2 の二言語間の相互作用があることも報
告されている。 
 
(2)言語喪失やバイリンガル研究は移民の多
い北米や欧州での研究が主流である。日本に
おいては、働く親の移動に伴い外国籍の子ど
もが急増している。しかし、L1 の保持・喪失
に関する認識は未だに低く、未就学率の増加
などを含め大きな社会問題になりつつある
が、年少者の L２習得に関する理論的研究は
不十分である。また、英語圏からの日本人帰
国生による英語の保持と喪失についても、学
習者の言語知識（文法）に焦点をあてた実証
的研究は立ち後れている。 
 
２．研究の目的 
(1) L2 の習得が及ぼす L１(母語)への影響、
L2 の獲得不全や L1 の喪失を規定する普遍的
および個別的な資質や要因を明らかにし、学
習者の言語発達を促進する教育や支援体制
について社会に提言することを目的とする。 
 
(2) 日本に在住する外国籍の子どもの日本
語習得過程と L1 の保持・喪失過程を縦断・
横断データに基づいて明らかにする。 
 
(3) 海外英語圏居住経験のある日本語を母
語とする子どもの L2（英語）習得と保持また
は喪失について、縦断・横断データに基づい
て明らかにする。 
 
(4) 上記の実証的成果を基に、言語獲得と言
語喪失のメカニズムの解明に向けて、理論的
貢献を目指す。 
 
３．研究の方法 
(1)埼玉、群馬、東京近郊において、外国籍
の中学生の母語（中国語、タガログ語）と
L1(日本語)の変化、英語圏滞在経験のある小
学生、中学生、高校生の L2（英語）の言語能
力の変化を調べるために、以下に挙げる様々
なテストを考案し、ほぼ半年に 1回の割合で
約 5 回(2 年)に渡り縦断的調査を実施した。
また、結果分析のために、比較対照グループ
として、英語母語話者の子ども（イギリス）
と日本語母語話者の子ども（埼玉近郊）を対
象に、同一の調査を実施した。 
① 作動記憶容量、音韻的作動記憶テスト 
 （言語学習に関わる認知能力の測定） 

② 表現語彙テスト(習得語彙数の測定) 
③ 物語再現法による発話データの収集（文  
  字の無い絵本を用いて物語を語り、一発 
  話当りの平均形態素数を測定） 
④ 言語知識に関するテスト（パソコン上で 
  行うオンライン・タスクおよび紙面上で 
  答えるオフライン・タスク） 
 
(2) L1 日本語（東京近郊）、スペイン語（ス
ペイン在住）の英語学習者および L1 英語（ア
メリカ、カナダ在住）、中国語（中国在住）
の日本語学習者を対象に、言語間の転移を調
べるために、以下に挙げる様々なテストを考
案し、横断的調査を実施した。また、結果分
析のために、比較対照グループとして、英語
母語話者（アメリカ在住）および日本語母語
話者を対象に、同一の調査を実施した。 
① 物語再現法による発話データの収集（文
字の無い絵本を用いて物語を語り、一発
話当りの平均形態素数を測定） 
② 音韻識別テスト（オンライン・タスク） 
③ 動詞に関するテスト（心理動詞、テンス
とアスペクト、動作の様態を表す動詞等、
オンラインおよびオフライン・タスク） 
④ 冠詞に関するテスト（限定性と総称性、
オンライン・タスクとオフライン・タス
ク） 
 
４．研究成果 
(1) 外国籍の子どもの日本語習得について 
①調査対象とした外国籍の子どもたちの来
日時の平均年齢および調査時の平均日本語
学習期間、中国語母語話者（12.4 歳、2.3 年）
タガログ語話者（10.3 歳 4.4 年）。であった。 
調査時には公立の中学校に通学していたが、
学校内に設けられた国際教室、日本語教室な
どの名称をもつクラスで日本語の指導を受
けていた。調査の結果、作動記憶容量に関し
ては L2 が増加している生徒が大半であり、
L1 は様々であった。L1 と L2 の相関は強く、
L1 の処理効率の程度と L2 の処理効率の程度
に関係があることが示唆された。音韻的作動
記憶の能力については、わずかながら L1 に
よる違いがみられた。作動記憶容量と合わせ
て考察すると、中国語母語話者は漢字という
日本語との共通の文字をもつ強みを生かし、
安定して日本語の作動記憶容量を伸ばして
いる一方で、日本語の音声を正確に把握し、
速く正確に繰り返す能力の伸びは鈍い傾向
がみられることが明らかになった。 
②５回の語彙テストの結果、L1 に関わらず、
どの生徒も初回時より最終時での得点は伸
びており、全体的に回を重ねるごとに語彙数
が伸びていると言える。ただし、日本語母語
話者（日本人中学生の平均スコア 111.8）に
比べると、中国語話者（91.4）、タガログ語
話者（66.8）と低い。また、物語再現法によ
る平均発話長の結果からも、ほぼ全員のスコ
アが増加し、日本語の発話能力が伸びている
ことを示している。特に中国語を母語とする



生徒の中には最終時に母語話者平均値
（14.5）を超えた生徒が２名いた（15.0, 
16.4）。さらに、動詞のテンスとアスペクト
に焦点をあてた文法知識を調べるテストの
結果から、文法的に誤った文（非文）の判断
が難しいことがわかった。先行研究では、日
本語学習者には「〜テイル」形の完了の意味
解釈が困難であることが指摘されているが、
本研究の対象者には概ね正しく理解されて
いた。本研究から、動詞の単純形が未来の出
来事に言及できること（例「昼食は食堂で食
べる」）の理解が低いことが新たに示された。 
 
(2) 帰国生の英語の保持と喪失について 
①日本に生まれ、幼少のときに英語圏に長期
間滞在した経験をもつ帰国児童や生徒を対
象としている。日本語が L1、英語が L2 にあ
たるが、帰国後の言語環境は日本語中心とな
るため、英語の接触量（インプット）は激減
したと考えられる。この限定的な言語環境に
おいて、英語能力を保持することが可能であ
るか、または喪失するかについて２年に渡り
調査を行った。調査対象とした東京近郊に住
む帰国生 6名の背景はかなり異なり、英語の
接触年齢は3歳から8歳、英語圏滞在期間1.5
年から 5 年、調査時の平均年齢は 12.8 歳で
あった。語彙テストの結果、語彙数が減少し
た子どもはいなかった。反対にスコアが伸び
た学習者は３名で、１名は母語話者並みの語
彙数をもつと判断された。物語再現法による
平均発話長の結果によれば、母語話者の平均
発話長（9.6）と同様のレベルの子どもが３
名いた。順調に伸びている者もいれば、増減
を繰り返したり、あまり変化の無い学習者も
いた。英語に接する時間は格段に減少したと
思われるが、発話能力に大きな減少が生じた
とは言えず、概ね能力が保持されているか上
昇する傾向にあった。日本に帰国後も小・中
学校および家庭内外での英語学習により、英
語力を保持または伸ばすことが出来ている
と判断される。 
②音韻テストの結果、まず日本語にはない英
語の音声・音韻の識別能力（歯間摩擦音と調
音点の近い歯茎音や唇歯音との識別）につい
ては、テストの結果、２年に渡る調査期間中
に識別能力の減少は観察されず、上昇を示す
学習者もいた。ただし、１名については初回
時から識別能力が低く、その能力のさらなる
減少または増加は見られなかった。また、全
体的に母語に無い音の識別能力は不完全で
はあったが、英語との接触量が激減しても、
その能力に変化は見られなかった。 
③冠詞のもつ意味に関するテスト（特に、定
冠詞＋名詞の単数形と無冠詞＋名詞の複数
形が総称性や種指示表現であること）および
テンスとアスペクトに関するテスト（特に、
英語の-ing 形は現在と未来を表すが、日本語
の-テイル形とは異なり完了の意味はもたな
いこと）は、上記で報告された帰国生とは別
に、4 名の長期英語圏滞在者（3 名が 8 年、

１名が 12 年）を対象に２年に渡り同一の調
査を行った。その結果、冠詞およびアスペク
トの文法知識に関しても、顕著な変化は見ら
れなかった。４名の言語知識は、海外滞在経
験の無い上級レベルの日本人英語学習者と
顕著な違いはなく概ね同様の結果を示し、母
語話者並みの能力を示すことはなかった。幼
少時の長期間に渡る英語接触量にも関わら
ず、習得が不完全な領域としては、定冠詞＋
名詞数形（例 The dinosaur is extinct. 恐
竜は絶滅した）のもつ総称性が挙げられる。
また、アスペクトに関しては、動作動詞の単
純形が習慣を表し、-ing 形が進行を表すこと
は正しく理解されているが、到達（瞬間）動
詞、達成動詞、状態動詞と結びつく単純形、
-ing 形の様々な意味解釈については、誤りが
多くみられた。総合すると、英語力の喪失は
観察されず、初回時と最終時の調査結果は概
ね同一の結果となった。 
 
(3)第二言語習得における第一言語の影響と  
  言語間転移について 
①日本語母語話者およびスペイン語母語話
者の英語習得に関して、英語の音（舌先が関
与する有声冠音）の識別を実施した。その結
果、第二言語では独立した音素であるが、母
語では異音として存在する場合、その識別に
時間がかかり、困難であることが示された。
対照的に、母語に異音としても存在しない場
合の方が、第二言語の音の識別は容易である
ことが示された。従って、母語における異音
（異なる音素ではあるが、意味の差異はもた
らさない２つの音）の存在は、第二言語にお
ける新たな音素の習得に影響を与えること
が示された。次に、冠詞の総称性については、
日本語話者にとってはスペイン語話者より
も、英語の定冠詞＋名詞の単数形のもつ総称
性の意味解釈が困難であることを示す結果
となった。スペイン語は冠詞をもつ言語では
あるが、英語とは異なる形で、総称の意味が
表される。英語の総称の意味解釈においては、
母語における冠詞の有無が重要な要因とな
る可能性があることが理解できる。最後に、
心理形容詞の習得についてであるが、心理動
詞に関する先行研究を形容詞に応用させ、２
つの形に焦点を当てて調査を行った（The dog 
is frightening. vs. The dog is 
frightened.）対象を主語にもつ-ing 形心理
形容詞は、経験者を主語にもつ-ed 形心理形
容詞よりも、言語的に有標（複雑）な構造で
あるため、習得上困難であることが先行研究
により推測される。さらに、スペイン語では
英語と同様に２つの形の区別があるが、日本
語にはそうした区別はなく同一の形（怖い、
〜した等）で使用されるため、言語間での振
る舞いが異なる。調査の結果は予測通りで、
-ing 形の心理形容詞の習得がスペイン語話
者にも日本語話者にも困難であった。また、
スペイン語話者の正解率は日本語話者のそ
れよりも高い結果となったが、-ing 形が困難



であることが明らかとなったため、言語構造
の普遍性が第二言語の習得にも影響を与え
ると結論付けられる。 
② 英語母語話者および中国語母語話者の日 
  本語習得について 
 先行研究では、動作の様態を表す動詞の習
得と結果構文の習得については、独立して調
査が行われてきたが、本研究では近年提唱さ
れている２つの構文を一つのパラメータの
帰結として捉える分析（Suzuki,2012）に基
づき、新たな視点から日本語の習得を調べた。
英語では、「John swam under the bridge」
という表現は泳いだ場所と泳いだ経路（方
向）の２つの意味解釈があり曖昧な文である
が、日本語では「ジョンが橋の下で泳いだ」
という表現になり、泳いだ場所のみを表すの
で意味の曖昧性はない。この読みの違いが、
英語における２種類の結果構文と関係し、日
本語には１種類の結果構文しか存在しない
とされる。日本語では、場所の読みと弱い結
果構文しか許されないということが、日本語
学習者に理解されているか、絵を用いた真偽
値判断タスクにより調べたところ、英語母語
話者は母語の影響により、方向の読みと所謂
「強い結果構文」を誤って日本語でも許容す
る結果となった。また、中国語母語話者も中
国語の影響を示す結果が得られた。習得過程
を説明するために、個別結果の分析を基に、
言語間で異なる値を取るパラメータの設定
に関しても提案を行った。 
 
(4)今後の課題 
 本研究で対象とした全ての学習者に共通
して、言語の習得に関わる学習者を取り巻く
環境要因（学校、家庭での言語使用状況、学
習背景等）について、詳細な情報を得ること
はできなかった。個々により状況が大きく異
なるため、情報を得られたとしても、一律に
は調査結果を比較できない点は問題として
残るであろう。また、音韻的作動記憶以外の
認知能力を調べ、言語能力との関係について
さらに検討していく必要がある。L1 の喪失や
L2 の習得については、特に中国語、タガロ
グ語に関するさらなる研究が必要である。 
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